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到達目標
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• データ解析の基本的なスキルを身につけ
る。

• 適切に文献を引用し、自分の意見を記述
したレポートを作成できる。

• 調べてわかったことをわかりやすく他者
にわかりやすく伝えることができる。



前回
第１回 授業の概要、⾃⼰紹介 (4/13)
第２回 天⽂学⼊⾨ 138億年の宇宙の歴史 (4/20)
第３回 図書館ツアー、データベース検索 (4/27)
第４回 データ解析基礎 (1) プログラミング⾔語Python⼊⾨ (5/11)
第５回 データ解析基礎 (2) 基本統計量 (5/18)
第６回 データ解析実習 (1) 図の作成 (5/25)
第７回 データ解析実習 (2) データの解釈 (6/1)
第８回 レポートの作成 (1) ⽂章の読み⽅と要約、レポートの構成と表現 (6/8)
第９回 レポートの作成 (2) 著作権 (6/15)
第１０回 プレゼンテーションの⽅法 (6/22)
第１１回 発表準備 (1) 発表資料の作成 (6/29)
第１２回 発表準備 (2) 発表練習 (7/6)
第１３回 発表会 (7/13)
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前回の目標
適切に⽂献を引⽤で
きるようになる。
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前回学んだこと

著作権
⽂献の引⽤
研究不正
レポート課題
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著作権とは

著作物の利⽤を許諾したり禁⽌したりするこ
とで著作者が経済的損害から守られる権利

⾃分が創作したものを他⼈に勝⼿に利⽤され
ないための権利

個⼈の場合、死後７０年まで保護される。
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著作権法上の著作物

•⾔語：書籍、論⽂、レポート、記事、⼩説
など
•⾳楽：歌詞、楽曲など
•美術：絵画、書、彫刻、版画、漫画など
•映像：映画、ビデオ、DVDなど
•その他：プログラム、振付、写真など
※アイデアそのものは著作物にあたらない
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短い文章をそのまま引用する場合

引⽤部を「」でくくる。⼀字⼀句、資料
の通り正確に記述する。
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長い文章をそのまま引用する場合
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前後を1⾏あけ、引⽤部を全体的にイン
デントする。⼀字⼀句、資料の通り正確
に記述する。



自分で要約して引用する
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必ずしも「」でくくる必要はないが、引
⽤範囲がわかる表現上の⼯夫が必要



代表的な引用方式：バンクーバー方式
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引⽤箇所に、登場順に1), 2), 3)のように
連番をふる。



代表的な引用方式：バンクーバー方式
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レポート末尾の参考⽂献欄では番号順に
リストを作成する。

参考⽂献
1) ⽂献１
2) ⽂献２
3) ⽂献３



代表的な引用方式：ハーバード方式
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引⽤箇所に、村⽥（2008）のように著
者名と発⾏年を記載する。著者が複数の
場合、村⽥・佐藤（2005）や村⽥他
（2006）などとする。



代表的な引用方式：ハーバード方式
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参考⽂献
伊藤太郎、資料名、2005
村⽥花⼦、資料名、2004
村⽥花⼦、資料名、2006
村⽥花⼦、資料名、2008a
村⽥花⼦、資料名、2008b



研究不正

•捏造
•改ざん
•盗⽤
•その他、論⽂の⼆重投稿、不適切なオー
サーシップなど
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今回
第１回 授業の概要、⾃⼰紹介 (4/13)
第２回 天⽂学⼊⾨ 138億年の宇宙の歴史 (4/20)
第３回 図書館ツアー、データベース検索 (4/27)
第４回 データ解析基礎 (1) プログラミング⾔語Python⼊⾨ (5/11)
第５回 データ解析基礎 (2) 基本統計量 (5/18)
第６回 データ解析実習 (1) 図の作成 (5/25)
第７回 データ解析実習 (2) データの解釈 (6/1)
第８回 レポートの作成 (1) ⽂章の読み⽅と要約、レポートの構成と表現 (6/8)
第９回 レポートの作成 (2) 著作権 (6/15)
第１０回 プレゼンテーションの⽅法 (6/22)
第１１回 発表準備 (1) 発表資料の作成 (6/29)
第１２回 発表準備 (2) 発表練習 (7/6)
第１３回 発表会 (7/13)
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今回の目標
プレゼンテーション
の準備をできるよう
になる。
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今回学ぶこと

プレゼンテーションとは
プレゼンテーションの準備
ブレインストーミングとKJ法
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今回学ぶこと

プレゼンテーションとは
プレゼンテーションの準備
ブレインストーミングとKJ法
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プレゼンテーションとは？
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会議等で説明
を行い、相手
に理解を求め
たり説得した
りすること



アカデミックプレゼンテーションの構成
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1.タイトル
2.研究背景
3.目的
4.方法
5.結果と考察
6.まとめ



プレゼンテーションが上手い研究者
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田中雅臣先生
（東北大学教授）

村山斉先生（東京大学/カリフ
ォルニア大学バークレー校教授）



実際のプレゼンテーションをみてみよう！

23



今回学ぶこと

プレゼンテーションとは
プレゼンテーションの準備
ブレインストーミングとKJ法
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ステップ１
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ブレインストーミングを行う。

(c) 2017 REDPIXEL.PL/Shutterstock



ステップ２
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グループ化を行い、核となるメッセージを
特定する。

©東北福祉大



ステップ３
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コンピュータを使わず
にストーリーボードを
作成する。

©株式会社フロウシンク



ステップ４

28

ビジュアルのラフ
スケッチを描く。

ガー・レイノルズ『プレゼンテーションZen』



ステップ５
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コンピュータ
を使ってスト
ーリーボード
を作成する。



今回学ぶこと

プレゼンテーションとは
プレゼンテーションの準備
ブレインストーミングとKJ法
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ブレインストーミングとは？

アイデアを⾃由に出し、より深く問
題の本質に迫る思考法
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ブレインストーミングの４つのルール

1. アイデアに対して批判・否定しな
い。

2. 変わったアイデアを歓迎する。
3. 質より量を重要視する。
4. アイデアをまとめる。
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KJ法

カード上の紙に１つ１つ情報を記し、
そのカードを並び替えたり、グルー
プ化したりすることで情報を整理す
る。
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KJ法の手順
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35https://www.utokyo-ipc.co.jp/column/kj-method/
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https://www.utokyo-
ipc.co.jp/column/kj-method/



37https://www.utokyo-ipc.co.jp/column/kj-method/
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ステップ４ 文章化
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KJ法の注意点

•参加者全員の同意を得ながら進
める。
•無理やりグループ化しない。
•文章化まで行う。
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ブレインストーミングをやってみよう！

第13回の発表会で、第4〜7回までのデー
タ解析結果をプレゼンテーションする。

発表時間：20分
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ブレインストーミングをやってみよう！

発表スライドに載せるべき図とプレゼ
ンテーションの核となるメッセージを
決める。
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ブレインストーミングの手順

グループごとにファシリテーター
（進行役）を決める。
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ブレインストーミングの手順

1. プレゼンテーションに載せるべきだと
思う図を一人最低3つ付箋に書く。

2. その図からわかることを色つきのペン
で付箋に書く。
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ブレインストーミングの手順

書いた内容についてグループ内で発表
する。
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ブレインストーミングの手順

ファシリテーターは付箋を回収し、ホ
ワイトボードに貼り付ける。
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ブレインストーミングの手順

話し合いながら、
貼り付けた付箋を
グループ化する。

https://www.utokyo-ipc.co.jp/column/kj-method/
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ブレインストーミングの手順

グループ化した
内容の関連をホ
ワイトボードに
書き込む。

https://www.utokyo-ipc.co.jp/column/kj-method/
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ブレインストーミングの手順

プレゼンテーションで核となる問いを明
確化し、ホワイトボードに書く。

「何が言いたいのか？」
「なぜそれが重要なのか？」
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ブレインストーミングの手順

ブレインストーミングの結果、プレ
ゼンテーションで伝える予定の核と
なるメッセージと選択した図につい
て他のグループに発表する。



今回
第１回 授業の概要、⾃⼰紹介 (4/13)
第２回 天⽂学⼊⾨ 138億年の宇宙の歴史 (4/20)
第３回 図書館ツアー、データベース検索 (4/27)
第４回 データ解析基礎 (1) プログラミング⾔語Python⼊⾨ (5/11)
第５回 データ解析基礎 (2) 基本統計量 (5/18)
第６回 データ解析実習 (1) 図の作成 (5/25)
第７回 データ解析実習 (2) データの解釈 (6/1)
第８回 レポートの作成 (1) ⽂章の読み⽅と要約、レポートの構成と表現 (6/8)
第９回 レポートの作成 (2) 著作権 (6/15)
第１０回 プレゼンテーションの⽅法 (6/22)
第１１回 発表準備 (1) 発表資料の作成 (6/29)
第１２回 発表準備 (2) 発表練習 (7/6)
第１３回 発表会 (7/13)
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今回の目標
プレゼンテーション
の準備をできるよう
になる。
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今回学んだこと

プレゼンテーションとは
プレゼンテーションの準備
ブレインストーミングとKJ法

52



次回
第１回 授業の概要、⾃⼰紹介 (4/13)
第２回 天⽂学⼊⾨ 138億年の宇宙の歴史 (4/20)
第３回 図書館ツアー、データベース検索 (4/27)
第４回 データ解析基礎 (1) プログラミング⾔語Python⼊⾨ (5/11)
第５回 データ解析基礎 (2) 基本統計量 (5/18)
第６回 データ解析実習 (1) 図の作成 (5/25)
第７回 データ解析実習 (2) データの解釈 (6/1)
第８回 レポートの作成 (1) ⽂章の読み⽅と要約、レポートの構成と表現 (6/8)
第９回 レポートの作成 (2) 著作権 (6/15)
第１０回 プレゼンテーションの⽅法 (6/22)
第１１回 発表準備 (1) 発表資料の作成 (6/29)
第１２回 発表準備 (2) 発表練習 (7/6)
第１３回 発表会 (7/13)
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